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A D  B の 資 料 に よ る と く け 稲 の 収 量 は 水 の コ ン ト ロ ー ル が 無 い 場 合 、 l o O t / h a 未 満
( 2 ） 適 堺 な 水 管 理 が で き れ ば 、 例 え 施 肥 が 不 十 分 で も 2 。5 t / h a の 収 量 が 期 待 で き る 。
( 3 ） よ り 一 層 の 高 収 の た め に は 土 地 、 社 会 制 度 上 か ら の 改 革 が 必 要 で 有 る こ と を 指
j蕗 し て い る 。
こ の A D  Bの 指 摘 は 、 非 常 に 妥 当 な 評 館 と 考 え ら れ る 。 な ぜ な ら 、 東 南 ア ジ ア
研 究 特 集 の 表 2 に 示 す ご と く 、 8 3 年 を 除 く 収 撃 は ほ ぼ lt 未 満 で あ り 、 河 野 氏 が
指 捕 す る よ う に 現 行 の 栽 培 技 術 上 の 故 良 を 行 っ て も 平 均 し 3 5 t / 加 の 収 量 し か 期 待
出 来 な い 事 を 示 し て い る 。 他 方 、 8 3 年 に お け る 史 上 最 大 の 豊 作 と 言 わ れ る 年 は 、
鵠 然 に も 降 雨 パ タ ー ン が 好 都 合 に 展 開 し 、 ほ ほ 適 切 な 水 管 理 が 自 然 の 結 果 と し て
行 わ れ た と 言 え よ う 。 そ の 結 果 ， 2 o 2 t / h a t こ 近 い 生 産 が 得 ら れ た 。
と こ ろ で 8 3 年 の 田 植 初 期 の 観 察 に よ る と 、 D D の 農 民 逮 は 降 雨 後 ア ゼ 切 り 等
を し て 水 を 低 位 田 に 水 を 意 図 的 に 落 水 し て い た 。 〈 こ こ で は 、 こ れ を 落 水 管 理 と
仮 に 呼 ぶ 〉 。 謁 査 当 時 、 筆 者 は こ の 行 為 が 不 思 議 で あ っ た 。 な ぜ な ら 、 1 つ の ノ
ー ン の な か で 、 効 率 的 な 水 利 用 を 行 お う と す る な ら ば 、 水 の 持 つ 位 置 エ ネ ル ギ ー
を 十 分 立 利 用 す べ き で あ り 、 落 水 管 理 方 式 は こ の こ と と 相 反 す る か ら で あ る 。 し
か し な が ら 、 比 較 的 豊 水 年 で あ っ た 8 3 年 の N s  B で の 水 収 支 実 棋 の 結 果 、 9 8 % と
言 う 異 常 な 高 利 用 〈 貯 水 〉 効 率 か ら す れ ば 、 D D 村 長 遠 の 意 識 は 、 渇 水 に 対 応 し
た 稲 作 生 産 方 式 が 優 先 ず る の で は な か ろ う か 。 つ ま り 、 水 不 足 の 中 で 、 い く ば く
で も 多 く の 水 稲 生 産 を 上 げ よ う と の 期 待 感 が 大 き い と 考 え ら れ る 。 逆 lこ 、 洪 水 は
外 部 か ら 突 然 襲 っ て く る も の で あ り 、 な す す べ も な く 水 稲 生 産 を 諦 め な け れ ば な
ら な い と い う 意 志 が 働 い て い る の で は な か ろ う か 。 こ の た め 、 彼 ら の 農 業 生 産 へ
の 活 動 〈 期 待 〉 は い か に 渇 水 に 対 処 し 、 収 撃 を 少 し で も 上 げ る か と い う 点 に あ ろ
う 。 更 に 、 一 般 的 に 低 笹 田 の 面 積 は 大 き く 、 し か も 村 民 逮 は そ こ が 肥 沃 で 土 地 生
産 性 が 高 く 、 良 い 土 地 で あ る と 信 じ て い た こ と か ら も 渇 水 対 応 型 の 水 稲 作 と 言 え
よ う 。 (  8  3年 ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 〉
( 3 ） 土 地 制 度 、 社 会 組 織 的 要 因 〈 経 済 コ ス ト に 乗 ら な い 稲 作 〉
経 済 的 価 値 を 持 ち 得 な い 稲 作 生 産 〈 樹 え ば 、 水 環 境 の 制 約 か ら だ け 克 た 場 合 、
水 稲 作 に 悶 執 す る 必 要 は な く 、 畑 作 物 等 を 導 入 す る こ と に よ っ て 、 よ り 経 済 効 果
の 大 き い 農 業 生 産 を 上 げ る こ と も 可 能 で あ ろ う 。 e x 、 東 北 タ イ の N E W C R O P P I N G  
シ ス テ ム に 対 す る 水 条 件 と 経 済 効 果 の 分 析 － S. fl. J o h n s o n  W R R  1 7 - 3 参 照 〉
-s-o柑
来 の 主 食 性 一 一 ＞ 自 家 米 経 保 、 1 人 当 り の 耕 地 の 不 変 性 〈 諸 井 先 生 の 語 擁 一 東
南 ア ジ ア 研 究 特 集 地 〉 一 一 一 ＞ 水 揺 生 産 へ の 髄 ！ 霞 観
〈 立 地 条 件 、 都 市 近 郊 で 雇 用 機 会 が 多 い 、 現 金 坂 入 源 の 存 在 〉
一 一 一 一 一 ＞ 水 稲 生 産 へ の 館 館 読 が 変 化 す る の か ？
〈 野 菜 作 、 拙 作 の 導 入 、 農 民 の 保 守 性 、 政 策 … 開 発 、 整 議 ？ 〉
2  水 稲 生 産 へ の 労 働 ／ エ ネ ル ギ ー 収 支
既 に 得 ら れ た 労 橋 、 水 稲 生 産 の 作 業 手 ！ 頗 か ら 、 極 め て 粗 い 水 稲 生 産 に お け る エ ネ
ル ギ ー 収 支 を ま と め る と 表 1 の と お り で あ る 。 〈工主 ｝Pi － 原 単 位 は 字 国 Jtl ー 水 揺 議
培 に お け る 投 入 工 坊 主 鳩 山 の 推 定 一 参 照 〉
? ? ? ??
水 稲 作 に お け る 投 入 ／ 産 出 エ ネ ル ギ ー (10持 3 k c a l / h a )
投 入 u n， － － 換 算 投 入 総 計
4 4 - l O O h  
4 - 8 h  
2 2 0 - 5 0 0  
8 0 - 1 5 0  
4 2 0 - 8 1 0  
種 子 3 - 4 k g  1 2 0 - 1 6 0  
〈 機 械 、 聴 料 等 は 例 外 的 で あ り 、 こ れ を 無 視 し た 〉
産 出 平 均 1  1  0  k g /  1  0  a  U I P i － － 換 算
最 大 2  2  0  k  g  /  1  0  a  U / H ～ 換 算
4 2 9 0  
8 5 8 0  
こ れ は 非 常 に 荒 っ ぽ い 推 定 で あ る が 、 例 え は E . p 。 O d  u  m の い う u n：＼－－水
準 か ら 見 た 農 業 様 式 の 区 別 に よ る と 、 D D 村 の 農 業 生 産 は イ ン ド と ほ ぼ 時 じ 前 近
代 的 農 業 様 式 と し て 位 置 づ け ら れ よ う 。 〈 表 参 照 〉 農 業 生 産 は 太 践 目 的 ～ 収 穫
す る 産 業 で あ り 、 近 代 の 工 業 的 農 業 生 産 方 式 に 比 較 し 、 低 水 準 の 日 j比 二 効 率 と な
っ て い る 。 つ ま り 、 土 地 生 産 性 、 労 散 生 産 性 と 共 に 低 水 準 で あ る 。
し か し 、 ヱ ネ ル ギ ー の 産 出 ／ 投 入 比 を 見 る と 、 2 0 - 0 、 5 と い う 憾 と な り 、 単 純 に
エ ネ ル ギ ー 効 率 の 観 点 か ら す れ ば 、 先 進 諸 国 の 僅 よ り は 高 効 率 で 、 イ ン ド の 水
準 を 越 え て い る 。 DD村 の よ う に 、 誌 と ん ど 外 部 か ら の 補 助 日 IH ～ が 揺 ら れ な い 自
給 自 足 的 状 況 の 中 で の 農 業 生 産 の 場 合 に は 、 産 出 ／ 投 入 日 ！ 日 ～ （ 村 全 体 で の 食 糧
政 治 ～ も 含 め て 〉 の 効 率 が 一 つ の 指 標 と な り え な い だ ろ う か ？
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表 農 業 様 式 ご と む 文 器 工 坊 主 ＼ 超 定 効 率 と 産 出 ／ 投 入 日 除 ～ 比
様 式 投 入 店 供 四 一 獲 語 〈 産 出 〉 目 見 書 、 目 玉 主 治 、 ー 効 率 産 出 ／ 投 入
食 物 採 集 様 式
〈 ア マ ゾ ン 〉
原 始 農 耕 様 式
〈 ウ ガ ン ダ 〉
号
3 0 6  




l。4本 10- 3  
前 近 代 的 農 業 3 6 o 0  2 5 0 。0 1 。7 牢 10-2
様 式 〈 イ ン ド 〉
工 業 的 農 業 犠 式 9 0 0 - 4 5 0 0  1 0 0 0 - 1 8 0 0  0 。2 - 0 。4
〈 日 本 〉
( O d u 磁 生 態 学 か ら 計 算 、 及 び 日 本 の 現 在 植 を 算 定 〉
3 、 D D 村 で の 米 む 消 費
D D 村 で の 米 の 消 費 量 に つ い て 、 食 糧 エ ネ ル ギ ー の 試 算 を し て み る 。
1  ） 、 試 算 例 1
成 人 1 人 当 り の 生 活 の た め の 熱 量 を 平 均 2 5 0 0 K C a l と す る 。
5 。4
6 。5
1 0 3 - 0 。4
栄 養 水 準 が 低 く 、 ま た 子 供 も 多 い こ と か ら 、 オ リ ジ ナ ル カ 口 リ ー も 2 5 0 0 k c a l lこ 等
し い と す る 。 〈 ち な み に 、 日 本 の 農 民 1 人 当 り の 7 0 / 7 5 年 で の 摂 取 目 的 ～ は 2 3 6
8  K C A L で あ り 、 こ れ を オ If／ － 叫 加 リ ー に 換 算 す る と 3 8 0 0 K c a l で あ る 。 〉
ま た 、 玄 米 の 熱 量 を 4 0 0 0 K c a l / g と す る と 、 一 人 1 B 当 り 約 6 0 0 g の 玄 米 が 必 要 と な
る 。 こ の 結 果 、 6 0 0本 3 6 5 主 9 0 0 = 1 9 7 t o n / l 年 の 収 量 が 必 、 要 と な り 、 更 に 種 も み 11 り を
加 え る と 2 0 8 t o n 程 度 が 最 低 の い 1 と 考 え ら れ る 。 〈 「 ー ヲ は 食 糧 ・ 工 坊 主 ～ ・ 労 働 力 、
農 政 調 査 委 員 会 編 、 宮 川 氏 種 も み 推 定 値 〉
2 ）、試算f§~2  
A 。 R . ラ オ は イ ン ド に お い て 、 1 人 当 り の 望 ま し い 穀 類 消 費 量 と し て 1 7 3 。3 4 K G
／ 年 く こ の 計 算 の 場 合 、 穀 類 の 種 別 不 明 で あ り 、 更 に 蛋 自 等 の 栄 養 源 と し て 穀 類 以
外 の 食 品 摂 取 も 有 る が 〉 と い う 数 植 を 示 し て い る 。 例 え ば 、 東 南 ア ジ ア 研 究 特 集
表 2 の 植 か ら 、 1 9 7 8寸 9 8 3 の D D 村 の 平 均 収 量 を 推 定 す る と 、 1 5 6 。 1 り と な り 、 こ
れ を 村 人 口 9 0 0 人 で 割 る と 1 7 3 。4 K G ／ 人 と な り 、 妥 当 な 僅 で あ る 。 し か し 、 栄 養 水
準 の い 1 、 種 も み 等 に つ い て は 、 不 明 で あ る 。 ( w . ロ カ レ ッ ツ 、 食 糧 生 産 と は
草 書 ‘ 日 〉
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